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観光大使および感謝状贈呈式 

 

１． 目 的  

このたび奈良市では、１０年間にわたりイタリア・オルトーナ市との音楽文化交

流に多大な貢献をされたイタリアトスティ協会会長のフランチェスコ・サンヴィタ

ーレ氏に対し、観光大使の任命及び感謝状の贈呈を行うことになりました。 

また、来日中の世界的なバリトン歌手レナート・ブルゾン氏にも、若手音楽家の

育成に尽力していただいたことに対し感謝状をお送りします。 

 

２． 日時と場所 

平成１８年５月１９日（金）午後４時～ 

秋篠音楽堂 

 

３． 式次第（秋篠マスタークラスの修了証授与式とともに行います） 

 開会挨拶  西口廣宗（NPO 法人奈良芸能文化協会理事長） 

 修了証書授与 レナート・ブルゾン 

 秋篠ブルゾン賞授与 レナート・ブルゾン 
 総評   レナート・ブルゾン  

 奈良市長挨拶  

 奈良市長よりフランチェスコ・サンヴィターレ氏に奈良市観光大使任命及び 
感謝状授与 

 記念品贈呈  豊澤安男（日本トスティ協会副会長） 

 奈良市長よりレナート・ブルゾン氏に感謝状贈呈   

 記念品贈呈  森本公誠（東大寺別当） 

 挨拶   レナート・ブルゾン 

 閉会のことば 山口佳惠子（日本トスティ協会会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランチェスコ・サンヴィターレ氏・レナート・ブルゾン氏 

「奈良市観光大使とは」 

 県外に赴任、留学、あるいは居住する人で奈良を愛する人に、それぞれの地

で、現地の人々に、「国際文化観光都市奈良」の素晴らしさを機会あるごとに

PR していただくため、平成１４年から奈良市が委嘱している。大使には委嘱

状を交付し・観光大使の名刺・観光パンフレット類をお渡しして奈良市の PR

に活用していただいている。 

 現在６８名（うち外国人は１名） 



 

４． ２氏のプロフィール 

フランチェスコ・サンヴィターレ氏（Francesco Sanvitale） 

・ １９５５年生まれ 

・ イタリアトスティ協会会長、日本トスティ協会特別顧問、NPO 法人奈良芸能

文化協会顧問 

・ 音楽学者、評論家、執筆家。各種コンサートの企画、新聞・テレビ・ラジオ

の企画、出演、イタリアを始め海外での講演活動、その他論文発表を手掛け

る。 

・ トスティ関連の書物の出版、レコードの製作・監修にも携わる。 

奈良市との関わり 

・ １９９６年 秋篠音楽堂で開催された「トスティ生誕１５０周年記念コンサ

ート」をきっかけに始まった奈良市とイタリア・オルトーナ市の１０年に亘

る音楽を通じた文化交流の発展に尽力。 

・ イタリアに日本人若手音楽家を招いてのセミナーあるいはイタリアの講師

を率いての日本（奈良）でのセミナーの定期的開催、イタリア人アーティス

トによる奈良でのコンサートの開催、日本でのトスティ歌曲国際コンクール

日本予選の開催、またその入賞者のイタリア本選への招待などに尽力すると

共に、奈良の海外での認知度向上にも寄与。 

 

レナート・ブルゾン氏（Renato Bruson） 

・ ２０世紀後半を代表するバリトンの巨匠 

・ ウィーン国立歌劇場から「シモン・ポッカネグラ」のタイトル・ロールで宮

廷歌手の称号を付与される。 

・ ドニゼッティやヴェルディのオペラを中心に輝かしいキャリアを磨き、ヴェ

ルディ・バリトンとしてなくてはならない存在であるのはもちろん、その他、

様々な役柄をこなせる演技力に定評がある。 

・ イタリア古典歌曲の研究も手がけ、ウルピーノ大学から名誉博士号、イタリ

アトスティ協会から名誉会員の地位を授与される。 

奈良市との関わり 

・ ５月１６日東大寺大仏殿にて「聖武天皇１２５０年御遠忌記念奉納演奏会」

レナートブルゾンリサイタルにおいて、将来の日本を担う若者たちの人間性

を育むことを目的に１００名の中高生を招待、本物の音楽に触れる場を提供。 

・ ５月１７日～５月１９日秋篠音楽堂において将来性のある日本人の若い歌

手を育てるために「レナートブルゾン秋篠マスタークラス」（短期レッスン）

を開催。 

 

 



 

 

 

フランチェスコ・パオロ・トスティ卿 (1846～1916)について 

イタリア近代歌曲の創始者 

 

 1846 年 4 月 9 日、イタリア・オルトーナに生まれたトスティは、12 歳でナポリ音楽

院に入学し、ヴァイオリンと作曲を学ぶ。 

 卒業後、同院に勤める傍ら、ローマで音楽家として成功し、イタリア王妃の声楽教

師ともなった。 

 30 歳代からはイギリスに定住。王室の声楽教師、王立音楽院の教師等を勤め、その

業績によりナイトの称号を授かる。 

 彼が作曲した 300 を超える歌曲は、平明で豊かな情感をもち、現在も世界の人々に

愛され歌われ続けている。 
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